
第 05 回　自社専用 AI をつくる　／　各回の資料

経営者のための AI 実装講座　／　全 12 回・各 120 分

第 05 回　自社専用 AI をつくる
社長の技を、会社の資産に変えます

この回のゴール 自社資料を読む専用 AI を 1 つ動かし、明日から毎日開ける状態にします。あわ
せて最低限のルールを決めます。

手元に残るもの 自社資料を読んで答える AI 1 つ／AI 利用ルール（A4 一枚）

120 分の進め方 動かないまま持ち帰らせません。実データで動くところまで、今日やりきりま
す。

01　なぜ、この回をやるのか

ここまでの成果物は、まだバラバラに置かれています。

● 指示文が 15 本、テンプレートが 3 種、分析の型が 1 つ
● どれも、どこに何があるかを知っている人しか使えない
● 社内の資産にするには、入口を 1 つにする必要があります

今日、それを 1 つのツールに束ねます。毎日開く道具にします。

02　この回のゴールと、120 分の使い方

自社資料を読む専用 AI を 1 つ動かし、明日から毎日開ける状態にします。あわせて最低限のルールを
決めます。

動かないまま持ち帰らせません。実データで動くところまで、今日やりきります。

03　考え方　何を作るか — 棚卸しの上位から選びます

見積・提案の下書き役 過去の見積書と価格表を載せます。営業が最も欲しがります

社内問い合わせ対応役 就業規則・社内マニュアルを載せます。資料が揃っていて成功
しやすい

顧客対応の一次回答役 FAQ・過去のやり取りを載せます。件数が多いほど効きます

選ぶのはご自身です。講師は決めません。ここで他人に決められると、以後ずっと他人事の道具になります。

04　あてはめ　仕様書は、この 7 行で足ります

見積根拠アシスタント（記入例：金属加工業・従業員 18 名）

① 名前 見積根拠アシスタント

② 誰に使わせるか 社長・営業 2 名（第 6 回時点で事務 1 名にも展開）

③ できること 過去の見積実績から、概算金額と根拠になった類似案件を提示する

④ やらせないこと 金額を確定しない／客先に直接出す文面は書かない／記載がなければ
推測しない

⑤ 載せる資料 過去 3 年の見積書 142 件（顧客名は記号化）／材料単価表（2026 年
4 月版）／標準工数表
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⑥ 出力形式 ① 概算金額（幅で）②内訳 ③根拠になった過去案件 3 件と相違点

⑦ 人が確認する箇所 材料単価が最新版か／類似案件の品番が実在するか

この 7 行が、そのまま仕様書になります。テンプレート集の⑤と同じ様式です。担当者が替わっても、これ
があれば作り直せます。

05　実演①　資料を載せただけの状態

やること　資料を 10 本載せて「この資料から答えて」

こうなります

● 資料にないことも、それらしく答える
● どの資料を根拠にしたか分からない
● 間違いに気づけない
● 一度事故ると、社内で二度と使われない

資料を載せれば正しく答える、というものではありません。答えない設定を、明示的に入れる必要がありま
す。

→ 「載せた」と「答えない設定にした」は別物です

06　実演②　3 行を足すだけで変わります

やること　①資料の内容だけから答える ②記載がなければ「記載がありません」 ③根拠の資料名を末尾
に

こうなります

● 知らないことは、知らないと答える
● 根拠の資料名が必ず付く
● 間違いに気づけるようになる
● 社員が安心して使える

この 3 行を、コピーせずご自身で打ってください。打った内容は忘れません。実務で使えるかどうかは、こ
こで決まります。

→ 「わからない」と言える AI だけが、実務で使えます

07　この回で、よく起きること

起きること その場での対処

載せる資料が整っていない 完璧を待ちません。3 本で十分です。足りないものは不足資料リ
ストに書き出し、第 8 回で回収します

資料を無視して一般論を答える ①禁止事項を指示文の先頭へ ② PDF をテキストに ③資料を減
らす。この 3手で大半は直ります

「作成」ボタンが見つからない GPTs は個人プランでは新規作成できません。プロジェクト機能
で作ります。無料プランでも動きます
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08　この回で、よく聞かれること

Q　「資料は何本くらい載せればいいですか」
A　3 本で始めます。多いほど良いわけではなく、むしろ増やすと精度が落ちます。足りないものは第 8 回
で回収します。

Q　「社員が変なことを聞いたらどうなりますか」
A　『資料に記載がありません』と答えます。今日その設定を入れます。答えない AI のほうが、実務では
安全です。

Q　「作ったものは、私しか直せないのでは」
A　仕様書 7 行を残すので、担当者が替わっても作り直せます。直す人は第 11 回で決めます。外注でも構
いません。

09　今日出てきた言葉

専用 AI 自社の資料と指示を入れた「プロジェクト」。無料プランでも作れます

仕様書 名前・誰に使わせるか・できること・やらせないこと・載せる資料・出力
形式・人が確認する箇所の 7 行。これが引き継ぎ書になります

利用ルール A4 一枚・5項目まで。増やすと読まれず、読まれないルールは無いのと同
じです

10　演習（65 分）　今日、一緒にやること

時間に注意　この回の演習は 55 分に収まりません（65 分）。組み込み・宿題・記録の 20 分を先に確保
してから始めてください。押した分をそこから取ると、いちばん定着に効く工程が消えます。

1 プロジェクトを 1 つ作る 資料は 3 本で十分。まず動かすことを優先します

2 実データで動かす 実際の案件を投げて、出力を見ながら指示文を直します

3 利用ルールを A4 一枚で書く 入れてよい情報／入れてはいけない情報／出力の扱い／アカウ
ントと費用／窓口

11　帰る前に決めること

誰に最初に触らせるか 推進候補の 1 名。第 3 回で決めた方と同じで構いません

どこに置くか 社員が迷わず開ける場所。URL を共有フォルダに貼るところまで

直すのは誰か 当面は社長。第 11 回で「作る人」を決めます

12　ここだけは　動かないまま持ち帰らせません

時間が足りなければ、次回の冒頭に持ち越してでも、実データで動くところまでやりきります。「持ち帰っ
て試します」は、ほぼ試されません。ここだけは絶対に妥協しないでください。

よくある型　規則を載せた社内問い合わせ AI で価値が出るのは、質問が減ることより「規則に書いてい
ないこと」が見えることのほう。規則の改訂に接続することがある。

13　宿題（ひとつだけ）
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▶ 作った専用 AI を、推進候補の社員 1 名に触ってもらい、感想を 1 つ聞いてくる。

第 6 回のお披露目で「すでに社内の誰かが使っている」と言えるかどうかで、社員の受け取り方がまるで変
わります。1 名で構いません。触ってもらってください。

14　次回まで

次回のテーマ 社内へのお披露目と 12 か月計画【社員同席】

やっておくこと 作った専用 AI を、推進候補の社員 1 名に触ってもらい感想を聞く

持ち物 発表資料（5 枚以内・1週間前の壁打ちで一緒に作ります）／社員 3 名以上の出
席確保

次回は社員の方が同席します。日程と出席者を、今日のうちに確定させます。

※ 各回の資料です。当日の進め方や言い回しは、受講者の状況に合わせて変えてください。話す台本は登壇資料（PPTX）のノ
ート欄にあります。
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